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町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
施
策
を
体
系
化

し
た
全
体
計
画
と
教
育
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
を
見
据
え
、
今
後
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
重
点
計
画
と
を
ま
と
め
た
「
町
田
市
教

育
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

を
背
景
と
し
て
、
今
後
の
教
育
施

策
の
方
向
を
示
し
た
重
点
計
画
で

あ
る
「
重
点
プ
ラ
ン
」
の
２
つ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
画
期
間

は
２
０
０
９
年
度
を
初
年
度
と

し
、
お
お
む
ね　

年
間
で
す
。
中

１０

心
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
は
５
年

間
の
実
施
計
画
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
施
策
や
事
業

を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、
教
育
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
で
今
後
の

展
望
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
、

教
育
基
本
法
に
お
い
て
、
地
方
公

共
団
体
に
策
定
を
求
め
ら
れ
て
い

る
「
教
育
の
振
興
の
た
め
の
施
策

に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
を
教

育
委
員
会
と
し
て
策
定
し
た
も
の

で
す
。
（
※
国
の
教
育
振
興
基
本

計
画
を
参
酌
し
て
策
定
し
ま
し

た
。
）

　

本
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
外
部
の
有
識
者
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
、
２

０
０
８
年
８
月
に
は
、
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
て
教
育
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、　

月
か
ら　

月

１１

１２

に
か
け
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
あ
ら

た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
は
、
２
０

０
８
年
度
に
策
定
し
た
教
育
目
標

や
基
本
方
針
を
軸
と
し
て
諸
事
業

を
体
系
化
し
た
教
育
施
策
の
全
体

計
画
で
あ
る
「
基
本
プ
ラ
ン
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
変
化
と

教
育
が
果
た
す
役
割
や
課
題
な
ど

策
定
ま
で
の
背
景
と
経
過

策
定
ま
で
の
背
景
と
経
過
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本
プ
ラ
ン
の
詳
細
、
市
民
意
識

調
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
並
び
に
市

政
情
報
や
ま
び
こ
や
市
内
各
図
書

館
等
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た

市
政
情
報
や
ま
び
こ
で
は
頒
布
も

行
い
ま
す
。

◇

　

今
後
は
、
こ
の
教
育
プ
ラ
ン
を

基
に
具
体
的
な
施
策
・
事
業
の
計

画
的
な
実
施
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン�

　町田市教育委員会は、子どもたちが知性と感性をはぐくみ、心身とも
に健康で人間性豊かに成長し、互いの人格を尊重するとともに社会の一
員としての自覚をもって地域にかかわる人間に育つことを目指します。�
　また、だれもが生涯を通じ、あらゆる場で学び、支え合うことができ
る社会の実現を目指します。�

教育目標�

　１　子どもの確かな学力と豊かな人間性を育てる�
　２　子ども一人一人に応じた指導体制を充実する�
　３　時代のニーズに応じた学校を建設・整備する�
　４　一貫・連携した教育を推進する�
　５　地域協働の学校を創る�
　６　教員が学校教育に専念できる体制を支援する�
　７　市民のニーズにあった学習機会を提供する�
　８　図書館活用の促進を図る�
　９　文化財活用の促進を図る�
　１０　市民に開かれた教育行政を進める�

　１　小中一貫教育推進事業（小中一貫町田っ子カリキュラムの充実）
　２　新教育課程編成資料作成�
　３　大学連携事業（夏季授業力・教育課題研修）�
　４　特別支援教室整備事業�
　５　特別支援事業�
　６　学校不適応生徒支援事業�
　７　校内研修システムの確立�
　８　学校新設事業�
　９　学校施設リファイン計画�
　１０　学校ネットワーク整備事業�
　１１　小中一貫校設置事業�
　１２　国際理解教育推進事業（国際交流活動）�
　１３　学校支援ボランティア推進事業�
　１４　学校支援センター事業�
　１５　町田市スクールボード校の指定�
　１６　地域運営部活動事業�
　１７　学校パートナーシップ推進事業�
　１８　特別支援教育推進事業�
　１９　給食費等未納対策�
　２０　学習機会の提供計画策定事業�
　２１　生涯学習コーディネーター養成事業�
　２２　既存施設の活用による資料受け渡しシステムの構築�
　２３　「第２次町田市子ども読書活動推進計画」策定事業�
　２４　文化財総合活用プラン策定事業�
　２５　教育委員会の施策等の点検及び評価の実施�
　２６　積極的なパブリシティの推進�
　２７　子ども教育委員会の開催�

重点プラン�

基本プラン�

　日本国憲法及び教育基本法の精神を基盤とし、人権尊重を柱とする町
田市子ども憲章の趣旨を生かして、次代を担う子どもたちに、将来の職
業や生活を見通して社会の中で自立的に生きる力や生涯にわたって学び
続ける意欲、健やかな精神や豊かな心をはぐくみます。�

基本方針１　子どもたちの生きる力と健やかな精神の育成�

　様々な教育課題に対応し、子どもたちにとってよりよい教育を進めるために、教
育環境を充実・整備し、教師の指導力を含めた学校の教育力の向上を図ります。�

基本方針２　学校の教育力の向上�

　保護者や地域、関係諸機関と学校とが連携した健全育成などの教育の取組を進める
とともに、情報発信や公開、学校評価を充実し、信頼される学校づくりを進めます。 

基本方針３　家庭、地域、学校が連携した教育の推進 �

　市民が生涯にわたって、いつでもどこでも自由に学び続けることがで
きる社会を目指し、学習の場や機会の充実、環境の整備を進めます。�

基本方針４　生涯学習の推進�

４つの基本方針�

２２の施策方針�

各主要事業�

の
重
点
施
策�

１０�

の
重
点
事
業�

２７�

「教育目標」…教育委員会が目指す人間像と社会�

「基本方針」…教育目標を実現するための方策指針�
「施策方針」…基本方針を進めるための事業指針�
「主要事業」…施策方針に関わる主要事業の概要�

基本プラン�

「重点施策」…今後、重点的に取り組む施策�
「重点事業」…重点施策を進めるための事業�

重点プラン�

●これからの社会の変化と教
　育が果たす役割�
・社会的要請や教育の現状、
　課題、将来像などを踏ま
　え、長期的視点から社会の
　変化や教育の役割を示す。�

主なキーワード�
・知識基盤社会�
・グローバル化�
・持続可能な発展�
・ノーマライゼーション�
・社会参加・参画等�

主な課題�
・児童生徒増への対応�
・規範意識の向上�
・学力の向上�
・特別支援教育�
・生涯学習への市民ニー
ズの多様化等�

●教育施策の現状と主な課題
・町田市教育委員会が現在直
　面している主な課題を分析
　し、課題解決に向けた教育
　施策につなげる。�

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
構
成

町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
構
成

閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は

閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は

2008年度　町田市教育委員会

児 童 生 徒 表 彰
町田市教育委員会では、様々な活動の場
において一生懸命努力している児童・生
徒を応援するため、その活躍や努力に対
し表彰を行っています。

表彰受賞者（敬称略）
活動内容名　前学校名

合唱コンクール合　　唱　　団鶴川第二小学校
慰問活動（バイオリン演奏）式　町　水　晶山 崎 小 学 校

新聞コンクール

興　梠　夏　奈

町田第二中学校
櫻　井　結　佳
赤 尾 杉 聡 子
小　関　梨　花
新　　聞　　部

テニス松　浦　優　太

南 中 学 校

松　浦　延　慶
陸　上太　田　晃　平

ハンドボール

女子ハンドボール部
松　澤　杏　奈
江　口　佳　奈
佐 々 木 瑠 璃

陸　上中　嶋　瑞　穗鶴 川 中 学 校
バレーボール高　橋　拓　也鶴川第二中学校 合唱コンクール合　　唱　　団
陸　上岩　田　美　優

金 井 中 学 校 水　泳

保 坂 圭 太 郎
神 村 万 里 恵
丸 � 明 日 香
船　越　香　帆
佐　粧　彩　海

地域の伝統芸能（お囃
子）の継承

吉　田　優　美

忠 生 中 学 校

鈴　木　美　夏

地域の伝統芸能（祭囃
子）の継承

黒 尾 め ぐ み
曽　我　侑　子
野　元　瑞　季
沼　澤　莉　甫

ボランティア（福祉 ･環境美化）小 峰 か お る


